
『白書2008』正誤表 
・p.18右段　新型インフルエンザから5行目　 

　誤）WHOに報告されたヒトの高原性鳥インフルエンザ感染確定症例数は 

　→　正）WHOに報告されたヒトの高病原性鳥インフルエンザ感染確定症

例数は 

・p.45　図1　誤）6:00pm　→　正）6:00am 

・p.52　現代の若者の携帯電話事情 

　中段の上から4行目 

　誤）（電気通信事業者協会「携帯電話・PHC契約数」より）　 

　→　正） （電気通信事業者協会「携帯電話・PHS契約数」より） 

・p.71　不慮の事故（死亡）と学校災害（死亡） 

　▼4-2：年齢層別・状態別死者数（2007年）の表の右側の解説文 

　誤）・2006年の15歳以下　→　正）・2007年の15歳以下　 

　誤）「自転車」が11％でした　→　正）「自転車」が25％でした 

・p.77・78・80・82　領域タイトル「A栄養」の英訳 

　誤）Nutriton　→　正） Nutrition 

・p.83　項目タイトル「4．サプリメント」 

　誤）Nurtrition　→　正）Nutrition 

・p.122　▲20-2　養護相談内訳　その他 

　誤）17.3% 1,144件　→　正）15.5% 932件 

・p.123　▲20-7　虐待相談の経路　その他 

　誤）218件（6.6 %）　→　正）264件（8.0%） 

・p.129　▲1-2　在日朝鮮学校における身長・体重・胸囲・座高の加齢的

推移の図題 

　正）図題中の「・胸囲」をトル 

・p.146　▲1-4　睡眠不足を感じている者の割合　中高女子の2002年の値 

　誤）○69.7　→　正）□69.7 

　誤）□68.5　→　正）○68.5　　 

・p.147　▲1-5　睡眠不足を感じている理由　の出典 

　誤）『児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書』 

　→　正）『平成18年度児童生徒の健康状態サーベイランス事業報告書』 

 

 

 

p.146の正しいグラフ　中高生女子 

※今後の修正はHP http://www.bookhousehd.com/booksono011.htmlに追加 
していきますのでご確認下さい。 （2009年2月26日現在） 
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